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毎月15日は「道民交通安全の日」

No.148    公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

平
成
23
年
度 

定
時
社
員
総
会 

会
長
挨
拶

公
益
社
団
法
人　

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　
　

会　

長　

南
山 

英
雄

　

本
日
は
、
社
員
総
会
に
あ
た
り
、
大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
臨
席

を
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
何
か
と
お
忙
し
い
こ

の
時
期
に
全
道
各
地
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
交
通
安
全
運

動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
本
委
員
会
は
、
平
成
20
年
の
公
益
法
人
制
度
の

改
革
に
伴
い
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
北

海
道
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
北

海
道
公
益
認
定
等
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
北
海
道
知
事
か
ら
平
成

23
年
２
月
22
日
付
け
で
、「
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進

委
員
会
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
３
月
１
日
、
公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
移
行
登
記
を
完
了
し
、
発
展
的
に
再
出
発
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
交
通
事
故
の
無
い
平
和
で
明
る
い
郷
土
北
海

道
を
築
く
た
め
、
会
員
で
あ
る
道
内
市
町
村
や
、
関
係
機
関
・
団
体

の
皆
様
方
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て

名
実
と
も
に
充
実
し
た
住
民
運
動
推
進
団
体
と
し
て
、
交
通
安
全
道

民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
22
年
の
北
海
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
平
成
21

年
の
２
１
８
人
よ
り
３
人
少
な
い
２
１
５
人
で
、
８
８
９
人
に
達
し

た
昭
和
46
年
の
４
分
の
１
ま
で
減
少
し
、
平
成
18
年
度
に
策
定
さ
れ

た「
第
８
次
北
海
道
交
通
安
全
計
画（
５
カ
年
計
画
）」に
掲
げ
た
、「
死

者
数
２
６
０
人
以
下
」、「
死
傷
者
数
の
確
実
な
減
少
」
を
３
年
連
続

で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
い
え
、
６
年
振
り
に
東
京
都
と
並

ん
で
「
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
」
を
記
録
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
未
だ

に
多
く
の
尊
い
生
命
が
交
通
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
実
態
に
あ

り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海

道
交
通
安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た
推
進
方
針
に
基
づ
き
、「
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
〜
め
ざ
せ 

安
全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
高
齢
者
事
故
防
止
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着

用
」「
自
転
車
走
行
・
交
差
点
通
行
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」「
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
」「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」「
飲
酒
運
転
根
絶
」「
居
眠
り
運
転

防
止
」
の
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
重
点
と
し
て
、
道
や

市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
等
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
創

意
と
工
夫
を
凝
ら
し
効
果
的
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
皆
様
方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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行けるかな　渡れそうでも　待つ勇気

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
23
年
度
定
時
社
員
総
会

当
委
員
会
の
平
成
23
年
度
定
時
社
員
総
会
が

5
月
23
日
、
札
幌
市
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

札
幌
で
開
か
れ
、
南
山
英
雄
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
多
田
健
一
郎
副
知
事
、
鳥
井
優
二
道
警
本

部
交
通
部
長
の
挨
拶
、
江
﨑
典
宏
道
教
育
委
員

会
教
育
次
長
の
紹
介
、
喜
多
龍
一
道
議
会
議
長

か
ら
の
祝
電
を
披
露
し
ま
し
た
。

次
に
渡
邉
修
北
海
道
交
通
安
全
指
導
員
連
絡

協
議
会
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、
中
村
照
男
専

務
理
事
か
ら
社
団
法
人
の
解
散
及
び
公
益
社

団
法
人
の
設
立
の
件
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た

他
、「
社
団
法
人
」に
お
け
る
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
、「
公
益
社
団
法
人
」に
お
け
る
事
業
報

告
及
び
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
定
款
の
一
部

変
更
の
4
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
会　
　
　

長 

南　

山　

英　

雄 

◇
副　

会　

長 

高　

橋　

道　

夫 
 

及　

川　

コ　

マ 
 

山　

口　

幸
太
郎 

 

橋　

場　
　
　

博 

◇
専
務
理
事（
事
務
局
長
） 

中　

村　

照　

男 

◇
理　
　
　

事 

大　

竹　

雄　

二 
 

北　

森　
　
　

繁 
 

北　

村　
　
　

洋 
 

酒　

田　

有　

一 
 

山　

岸　

明　

生 
 

最　

上　
　
　

泰 
 

藤　

原　

貴　

幸 
 

佐
々
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貢 
 

澤　

田　

康　

文 
 

林　
　
　

宏　

之 
 

渡　

邉　
　
　

修 
 

田　

西　

喜　

代 
 

大　

嶋　

政　

實 
 

林　
　
　

雄
三
郎 

 

藤　

林　
　
　

功 
 

高　

柳　

力　

雄 
 

鏡　
　
　
　
　

貢 
 

古　

川　

孝　

明 
 

酒　

井　

芳　

秀 
 

山　

那　

順　

一 
 

山　

口　

信　

夫 
 

大　

石　

政　

雄 
 

五
十
嵐　

香　

代 
 

塚　

田　

茂　

男 

◇
監　
　
　

事 

大　

原　

良　

治 
 

杉　

下　

清　

次 

Ⅰ　

事
業
計
画
の
概
要

　

平
成
23
年
の
交
通
安
全
運
動
は
、
北
海
道
交

通
安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た
「
平
成
23

年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
推
進
方
針
」
の
、

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

死
〜
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」
の
も
と

に
、
通
年
運
動
と
し
て
「
高
齢
者
事
故
防
止
」、

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
」、「
自
転
車
走
行
・
交

差
点
通
行
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」、

「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
」、「
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
」

及
び
「
居
眠
り
運
転
防
止
」
の
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
4
期
40
日
の
期
別
運
動
、「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
等
の
交
通
安
全
の
日
の
運

動
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
た
際
に
発
表
さ

れ
る
「
警
報
発
表
時
の
運
動
」
等
に
つ
い
て
、
道

や
市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団
体

と
緊
密
に
連
携
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
効

果
的
な
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
計
画

　

第
１  

自
主
交
通
安
全
推
進
事
業

 

（
公
益
目
的
事
業
１
）

　
　

１ 

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

　
　
　

⑴
交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

⑵ 

交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の
派
遣

　
　

２ 

調
査
・
研
究
事
業

　
　
　

⑴
交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

　
　
　

⑵
交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

　
　

３ 

広
報
事
業

　
　
　

⑴
交
通
安
全
総
決
起
大
会

　
　
　

⑵
新
聞
紙
面
を
活
用
し
た
広
報
活
動

　
　
　

⑶
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
広
報
事
業

　
　
　

⑷
広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

　
　
　

⑸
交
通
安
全
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
啓
発

　
　

４ 

表
彰
事
業

　
　
　

⑴
ゼ
ロ
運
動
表
彰

　
　
　

⑵
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

　
　
　

⑶
母
の
会
会
員
表
彰

　
　
　

⑷
一
般
表
彰

　
　
　

⑸
業
務
貢
献
表
彰

　

第
２ 

交
通
安
全
活
動
支
援
事
業

 

（
公
益
目
的
事
業
２
）

　
　

１ 

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

　
　
　

⑴
広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

　
　
　

⑵
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
推
進
事
業

　
　
　

⑶ 

自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業
・
交

差
点
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　
　
　

⑷
期
別
運
動

　
　
　

⑸
交
通
安
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

　
　
　

⑹
交
通
安
全
啓
発
活
動
事
業

　
　
　

⑺
幼
児
の
事
故
防
止
事
業

　
　

２ 

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　
　

３ 

交
通
安
全
運
動
の
展
開

 

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
事
業
）

　
　
　

⑴
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

　
　
　

⑵
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

　
　
　

⑶
飲
酒
運
転
根
絶
運
動

　
　
　

⑷
居
眠
り
運
転
防
止

　
　
　

⑸
交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

　
　
　

⑹
特
別
対
策

　

第
３ 

交
通
遺
児
育
英
事
業

 

（
公
益
目
的
事
業
３
）

　
　

１ 

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

　
　
　

⑴
資
金
造
成
事
業

　
　
　

⑵
奨
学
金
募
集
等
事
業

　
　
　

⑶
広
報
啓
発
活
動
事
業

　
　
　

⑷
称
賛
事
業

　
　
　

⑸
奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

　
　

２ 

作
文
募
集
事
業

　

第
４ 

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

 

（
そ
の
他
事
業
）

　
　

１ 
地
区
活
動
の
充
実

　
　

２ 

地
区
活
動
の
支
援

　
　

３ 

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

　

第
５ 

管
理
事
業
（
法
人
会
計
）

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
23
年
度
事
業
計
画
抜
粋

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

役
員
の
新
体
制
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の～んびり　いこうや　北海道

　

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
交
通
安
全
運

動
の
推
進
に
ご
活
躍
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止

に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
道
の
交
通
安

全
行
政
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
の
本
道
の

交
通
事
故
死
者
数
は
２
１
５
人
と
な
り
、
昭

和
25
年
以
降
で
最
も
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
最

多
で
あ
っ
た
昭
和
46
年
の
８
８
９
人
と
比
べ

ま
す
と
、
４
分
の
１
以
下
に
ま
で
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
皆
様
方
を
は
じ
め
地
域
・
職
域

の
交
通
安
全
に
携
わ
る
関
係
者
の
ご
尽
力
の

賜
で
あ
り
、
重
ね
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

し
か
し
、
都
道
府
県
別
死
者
数
で
は
東
京

都
と
並
ん
で
６
年
振
り
の
「
全
国
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
」
と
い
う
誠
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
道
と
い
た
し
ま
し
て
は
「
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
〜
め
ざ
せ
安
全

で
安
心
な
北
海
道
〜
」
を
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
昨
年
の
事
故
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
「
高
齢
者
事
故
防
止
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全

席
着
用
」「
居
眠
り
運
転
防
止
」
な
ど
の
７
大

セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
軸
に
、
市
町

村
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
を

密
に
し
て
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
死
者
の
割
合
が
約
半
数
と
深
刻
な
事
態

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
訪
れ
や
す
い

店
や
事
業
所
を
「
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
店
」と
し
て
登
録
し
、交
通
安
全
に
関
す
る

声
か
け
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
対
策
を
重
点
的
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
悲
惨
な
交

通
事
故
の
防
止
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
・
職
域
と
一
体
と
な
っ
た
道
民
総
ぐ
る

み
の
交
通
安
全
運
動
に
積
極
的
に
取
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

交
通
安
全
運
動
の
中
核
と
し
て
、
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、よ
り
一
層
、交
通
事
故
防
止
に
ご
貢

献
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

　

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
皆
様
に

は
、
平
素
か
ら
交
通
安
全
運
動
を
積
極
的
に

推
進
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た

り
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

北
海
道
に
お
け
る
死
者
は
、
昭
和
46
年

の
８
８
９
人
を
ピ
ー
ク
に
、
皆
様
方
を
は

じ
め
、
地
域
・
職
域
の
交
通
安
全
に
携
わ
る

関
係
者
の
長
き
に
わ
た
る
ご
尽
力
に
よ
り
、

4
分
の
1
以
下
に
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
昨
年
も
道
内
の
交
通
死
亡
事
故
死
者

は
、
前
年
よ
り
3
人
少
な
い
２
１
５
人
と
な

り
、
3
年
連
続
の
減
少
を
達
成
し
、
交
通
事

故
件
数
も
25
年
ぶ
り
、
交
通
事
故
傷
者
数
に

あ
っ
て
は
43
年
ぶ
り
に
最
少
記
録
を
達
成
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
の
道
内
の
交
通
死

亡
事
故
を
分
析
い
た
し
ま
す
と
、
高
齢
被
害

者
は
死
者
の
半
数
近
く
を
占
め
、
交
差
点
事

故
は
全
体
の
3
割
以
上
、
正
面
衝
突
・
車
両

単
独
を
合
わ
せ
る
と
4
割
強
で
、
四
輪
乗
車

中
の
死
者
の
う
ち
約
5
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
、

交
通
死
亡
事
故
多
発
に
つ
な
が
る
要
素
は
未

だ
に
維
持
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　

北
海
道
の
交
通
死
亡
事
故
の
減
少
傾
向
を

確
実
な
も
の
と
し
、
更
な
る
減
少
を
目
指
す

た
め
、
道
警
察
で
は
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
対
策
と
、
重
大
事
故
に
直
結
す
る
交
差
点

違
反
や
命
を
守
る
た
め
に
有
効
な
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
促
す
た
め
の
重
点
を
絞
っ
た
交

通
指
導
取
締
り
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
年
間
を
通
じ
展
開
中
の
7

大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
、
車

両
や
歩
行
者
、
自
転
車
な
ど
、
道
路
を
利
用

す
る
全
て
の
者
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
遵
守

す
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
を
悲
惨
な
交
通
事

故
か
ら
救
い
、
北
海
道
に
お
け
る
安
全
な
交

通
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
と
も
道

民
に
一
番
身
近
な
交
通
安
全
活
動
の
更
な
る

拡
大
に
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

更
な
る
交
通
事
故
の
減
少
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
警
察
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
部
長　

鳥
井　

優
二

と
り
い
・
ゆ
う
じ　

略
歴

○
昭
和
47
年
4
月　

北
海
道
巡
査
拝
命

○
平
成
3
年
4
月　

警
察
庁
出
向

○
平
成
9
年
4
月　

 

北
海
道
警
視 

札
幌
方
面
室
蘭
警
察
署 

刑
事
担
当
次
長
兼
生
活
安

全
担
当
次
長

○
平
成
16
年
3
月　

函
館
方
面
森
警
察
署
長

○
平
成
20
年
2
月　

 

警
視
正 

北
海
道
警
察
本
部
警
務
部

参
事
官
兼
監
察
官
室
長
、

首
席
監
察
官

○
平
成
21
年
3
月　

 

北
海
道
警
察
本
部
警
務
部

参
事
官
兼
警
務
課
長

○
平
成
22
年
3
月　

 

函
館
方
面
函
館
中
央
警
察

署
長

○
平
成
23
年
3
月　

 

北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な

　

北
海
道
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
環
境
生
活
部
長　

山
谷　

吉
宏

や
ま
や
・
よ
し
ひ
ろ　

略
歴

○
昭
和
55
年
４
月 
道
に
採
用

○
平
成
9
年
６
月  
環
境
生
活
部
文
化
・
青
少
年

室
文
化
振
興
課
長
補
佐

○
平
成
12
年
４
月  

環
境
生
活
部
参
事
（
文
化
財

団
派
遣
）

○
平
成
14
年
４
月 

総
合
企
画
部
政
策
室
参
事

○
平
成
15
年
６
月  

総
合
企
画
部
Ｉ
Ｔ
推
進
室
情

報
政
策
課
長

○
平
成
16
年
４
月  

企
画
振
興
部
Ｉ
Ｔ
推
進
室
情

報
政
策
課
長

○
平
成
18
年
４
月  

企
画
振
興
部
科
学
Ⅰ
Ｔ
振
興

局
次
長

○
平
成
19
年
５
月  

知
事
政
策
部
北
海
道
サ
ミ
ッ

ト
推
進
局
長

○
平
成
19
年
６
月  

知
事
政
策
部
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
推
進
局
長

○
平
成
20
年
４
月  

知
事
政
策
部
計
画
推
進
局
長

○
平
成
21
年
４
月 

総
合
政
策
部
計
画
推
進
局
長

○
平
成
22
年
４
月 

総
合
政
策
部
地
域
振
興
監

○
平
成
23
年
６
月 

環
境
生
活
部
長

ご
挨
拶
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

安
全
・
安
心
道
民
集
会

５
月
10
日
、
５
月
11
日
か
ら
10
日
間
の
日
程

で
ス
タ
ー
ト
す
る
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

前
日
に
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
で
５
０
０

人
の
道
民
が
参
加
し「
道
民
集
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

子
供
に
よ
る
安
全
・
安
心
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
高

橋
は
る
み
知
事
に
手
渡
さ
れ
た
後
、
地
域
安
全

運
動
、
交
通
安
全
運
動
等
の
事
例
発
表
が
あ
り

安
全
・
安
心
を
目
指
す
こ
と
を
約
束
し
閉
会
し

ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

５
月
20
日
、
札
幌
駅
北
口
広
場
で「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」期
間
中
に
実
施
さ
れ
る「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」の
道
民
へ
の
周

知
の
た
め
、
交
通
安
全
七
者
連
絡
会
議
や
札

幌
方
面
北
警
察

署
、
札
幌
北
交 

通
安
全
協
会
が

主
催
し
、
特
に

通
勤
・
通
学
時

間
帯
の
会
社
員

や
学
生
を
対
象 

に
交
通
安
全
を 

呼
び
掛
け
る
セ 

ー
フ
テ
ィ
コ
ー

ル
を
実
施
し
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
及
び
交
通
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発５

月
６
日
、

厚
別
警
察
署
前

で
交
通
安
全
七

者
連
絡
会
議
や

地
域
住
民
が
参

加
し
て
街
頭
啓

発
を
行
い
ま
し

た
。「

自
転
車
安

全
の
日
」に
は
、

自
転
車
利
用
の

拡
大
に
伴
う
事
故
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、

４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
第
１
及
び
第
３
金
曜
日

に
街
頭
啓
発
や
自
転
車
教
室
等
の
交
通
安
全
教

育
の
実
施
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

新
入
学
児
童
に
対
す
る 

交
通
安
全
指
導

４
月
６
日
、
市
内
小
学
校
で
入
学
式
が
行 

わ
れ
、
校
門
付

近
に
お
い
て
交

通
安
全
関
係
機

関
・
団
体
が
交

通
安
全
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

中
央
区
の
宮

の
森
小
学
校
で

は
、
入
学
式
に

出
席
す
る
児
童

と
父
母
に
道
警
マ
ス
コ
ッ
ト「
ほ
く
と
君
」や
コ

ン
サ
ド
ー
レ
さ
っ
ぽ
ろ
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
ド
ー

レ
君
」が
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４
月
15
日
、

大
通
公
園
４
丁

目
で
自
転
車
安

全
推
進
会
議
構

成
機
関
・
団
体

が
集
ま
り
、
自

転
車
利
用
者
の

交
通
事
故
・
迷

惑
行
為
の
防
止

の
ほ
か
、
交
通

ル
ー
ル
の
周
知

と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
転
車
安
全

日「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」街
頭
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。

全
道
交
通
安
全
推
進
員
研
修
会

４
月
15
日
、
札
幌
市
の
第
二
道
通
ビ
ル
会
議

室
で「
平
成
23
年
度
全
道
地
区
交
通
安
全
推
進

員
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会

は
14
総
合
振
興

局
・
振
興
局
の

交
通
安
全
推
進

員
が
一
堂
に
会

し
て
、
専
門
的

業
務
の
処
理
や

交
通
安
全
の
推

進
に
係
る
課
題

に
つ
い
て
、
情

報
交
換
や
研
究
協
議
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
交

通
安
全
指
導
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
中
村
専
務
理
事
、
飯
田
主
査
、
山

本
主
査
か
ら
、
推
進
委
員
会
組
織
や
安
全
運
動

推
進
の
実
務
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
高

齢
者
疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

自転車も　歩行者優先　いいマナー
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全
局
の
佐
藤
仁
課
長
、
道
警
本
部
交
通
部
守
谷

明
浩
管
理
官
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
議
事
で
は

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
６
議
案
が
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
指
導
員 

連
絡
協
議
会
通
常
総
会５

月
26
日
、

函
館
国
際
ホ
テ

ル
に
お
い
て
北

海
道
交
通
安
全

指
導
員
連
絡
協

議
会
通
常
総
会

が
開
か
れ
ま
し

た
。渡

邉
修
北
海

道
交
通
安
全
指

導
員
連
絡
協
議

会
会
長
挨
拶
の
後
、
事
業
報
告
や
収
入
支
出
予

算
等
、
３
報
告
２
議
案
が
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
15
年
以
上

の
活
動
歴

の
あ
る
指

導
員
を
対

象
に
、
総

会
開
会
前

の
表
彰
式

に
お
い
て

渡
邉
会
長

か
ら「
表

彰
状
」
を

授
与
し
ま

し
た
。

一滴が　涙に変わる　その飲酒

道路の横断慎重に
檜山地区交通安全推進協議会

　今年3月7日～3月18日まで檜山合同庁
舎1階ロビーで「交通安全パネル展（檜山
振興局・檜山地区交通安全推進協議会主
催）」を開催しました。「検証マップ」や「夜
光反射材」の見本なども展示し、職員や来
庁者にポケットティッシュを配り、交通
安全啓発を行いました。
　23年度も7月と11月、2回のパネル展を
計画しております。
　3月17日には交通安全運動「春の推進会
議（檜山振興局・檜山地区交通安全推進協
議会などの主催）」が檜山合同庁舎で開催
され、檜山・渡島管内の関係者116名が参
集し、交通死亡事故抑止への決意を新た
にしました。
　又、当日は北海道交通事故被害者の会
の前田代表が「命とクルマ～遺された親
からのメッセージ」と題しての講演も行
われ、「命の尊厳」や「交通死傷被害ゼロ
のために…絶対に加害者にならない運転
を」などを強く訴えました。

平
成
23
年
度
北
海
道
交
通
安
全

母
の
会
総
会

５
月
24
日
、
札
幌
市
の
第
二
道
通
ビ
ル
会
議

室
で
北
海
道
交

通
安
全
母
の
会

通
常
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立

ち
、
永
年
に
わ

た
り
交
通
安
全

運
動
の
推
進
に

功
績
の
あ
っ
た

交
通
安
全
母
の

会
会
員
20
名
に

対
し
田
西
喜
代

会
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

会
長
挨
拶
の

後
、
道
環
境
生

活
部
く
ら
し
安

【寄付金】
■寄付（6口） 敬称略

住　所 寄　付　者　名 金額（円）

3月
札 幌 市 植村　泰也 1,000 

石 狩 市 中村　照男 20,000 

4月
札 幌 市 植村　泰也 1,000 

札 幌 市 北海道交通安全 推進委員会明交会 12,977 

5月
札 幌 市 植村　泰也 1,000 

石 狩 市 中村　照男 5,000 

■募金（3口） 敬称略
住　所 団　　体　　名 金額（円）

3月
室 蘭 市 室蘭地方中古自動車販売協会 30,000 

札 幌 市 伊藤組土建株式会社 10,000 

5月 岩見沢市 一般社団法人 空知建設業協会 350,000 

交通遺児に愛の手を! ご協力ありがとうございました。

【一般募金】
■箱募金（3口） 敬称略

団　　体　　名 金額（円）

3月
旭川方面交通安全協会 3,820 

厚岸町交通安全運動推進委員会 2,352 

5月 札幌開発建設部千歳道路事務所 3,640 

■羽根募金（1口） 敬称略
団　　体　　名 金額（円）

3月 滝川市交通安全母の会連絡協議会 51,068 

5月12日　一般社団法人 空知建設業協会
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鹿
追
町
は
北
海
道
の
屋
根
と
い
わ
れ
る

大
雪
山
系
と
日
高
山
脈
を
境
と
し
て
、
太

平
洋
に
広
が
る
十
勝
平
野
の
北
西
部
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
酪
農
経
営

と
畑
作
経
営
が
主
体
で
一
部
混
合
経
営
が

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

作
目
と
し
て
は
牛
乳
、
肉
牛
、
甜
菜
、

馬
鈴
薯
、
豆
類
、
小
麦
、
飼
料
作
物
等
の

ほ
か
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
そ
ば
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
中
心
と
し
た
野
菜
の
栽
培
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ち
ご
狩
り
、

花
摘
み
、
そ
ば
打
ち
な
ど
楽
し
み
な
が
ら

体
験
で
き
る
観
光
農
園
な
ど
も
高
い
人
気

を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
一
広
大
な
山
岳
美
を
誇
る

大
雪
山
国
立
公
園
唯
一
の
自
然
湖
、「
然

別
湖
」が
あ
り
、
観
光
地
と
し
て
全
国
か

ら
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
毎
年
冬
に
開

催
さ
れ
る「
然
別
コ
タ
ン
」で
は
冬
の
湖
上

に「
氷
の
村
」が
出
現
し
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
イ
グ
ル
ー
作
り
や
体
験
宿
泊
、
ま
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
期
間
中
写
真
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

熱
気
球
で
の
上
空
散
歩
や
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
で
雪
原
を
疾
走
し
た
り
、
闇
と
静
寂

に
つ
つ
ま
れ
た
湖
畔
で
星
や
月
を
眺
め
た

り
、
夜
行
性
動
物
と
の
出
会
い
に
驚
い
た

り
と
自
然
の
中
で
思
い
っ
き
り
氷
と
雪
と

寒
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
世
界
で
唯
一
、
こ
こ
に
し
か
な

い
氷
上
露
天
風
呂
も
人
気
が
あ
り
、
平
成

22
年
に
は「
第
14
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト

大
賞
」（
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

主
催
）で
は「
２
０
０
９
し
か
り
べ
つ
湖
コ

タ
ン
」が
最
高
賞
の
大
賞（
総
務
大
臣
表

彰
）を
、
受
賞
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
ポ
ン
チ
ョ
で
の
啓
発
活
動

本
町
で
は
、
交
通
安
全
旗
を
２
枚
貼
り

合
わ
せ
、「
交
通
安
全
ポ
ン
チ
ョ
」を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ン
チ
ョ
は
縦
70
セ
ン

チ
、
横
90
セ
ン
チ
の
交
通
安
全
旗
を
２
枚

縫
い
合
わ
せ
た
も
の
で
、
新
得
警
察
署
鹿

追
駐
在
所
の
中
原
吉
則
所
長（
当
時
）が

「
交
通
安
全
に
役
立
ち
、
少
し
で
も
目
立

つ
も
の
を
」と
考
案
し
、
町
婦
人
連
絡
協

議
会（
河
辺
哲
子
会
長
）が
製
作
。

鮮
や
か
な
黄
色
の
蛍
光
色
が
目
を
引
く

ポ
ン
チ
ョ
を
各
交
通
安
全
運
動
時
期
に

行
う
旗
波

作
戦
や
交

通
安
全
教

室
、
さ
ら

に
は
春
の

道
路
周
辺

の
ご
み
拾

い
時
な
ど

の
機
会
に

積
極
的
に
着
用
す
る
こ
と
で
交
通
安
全
啓

発
・
事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

氷
上
運
転
講
習
会
の
実
施

町
交
通
安
全
協
会
主
催
に
よ
る
氷
上
運

転
講
習
会
は
家
畜
共
進
会
場
に
ア
イ
ス

バ
ー
ン
の
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
例
年
１
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
来
年
１
月
に
は
30

回
目
の
開
催
と
な
る
こ
の
講
習
会
。
昨
年

は
町
民
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、凍
結
・

圧
雪
路
面
で
の
車
の
操
作
方
法
を
学
び
ま

し
た
。

本
町
に
は
道
外
か
ら
来
た
産
業
研
修

生
・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
ら
冬
道
の
運
転
に
慣

れ
て
い
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
い
こ
と
か

ら
、
冬
型
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
新
得

署
と
新
得
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
芽
室
自

動
車
学
校
な
ど
が
協
力
し
開
催
し
て
い
ま

す
。コ

ー
ス
は
１
周
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル

で
、
圧
雪
し
散
水
し
た
凍
結
路
面
で
の
発

進
や
制
動
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
ほ

か
、
不
整
地
、
ク
ラ
ン
ク
な
ど
も
設
け
ら

れ
た
本
格
的
な
も
の
で
、
後
日
十
勝
交
通

機
動
警
察
隊
も
こ
の
コ
ー
ス
を
使
用
し
冬

季
走
行
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
夏
場
と
は
大
き
く
変
わ
る
車
の
動
き
を

確
か
め
な
が
ら
、
安
全
な
運
転
技
術
を
学

び
、
冬
の
交
通

事
故
減
少
へ
効

果
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

「
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、

も
ら
わ
な
い
」

を
合
い
言
葉
に

町
民
挙
げ
て
交

通
安
全
の
取
り

組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

反射材　つけて輝く　身の用心

交
通
事
故
ゼ
ロ
更
新
に

　

む
け
て
の
多
彩
な
取
り
組
み

交
通
事
故
ゼ
ロ
更
新
に

　

む
け
て
の
多
彩
な
取
り
組
み

鹿
追
町

（
十
勝
総
合
振
興
局
）
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目的地　「早く着く」より　「ぶじに着く」

　
　

交
通
安
全
推
進
員
の
ご
紹
介

本
年
四
月
か
ら
、
上
川
地
区
交
通
安
全
推
進

員
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

前
職
が
教
員
の
た
め
、
子
供
た
ち
も
教
職

員
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
生
活
す
る
よ
う
に

と
、
い
つ
も
願
っ
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に

交
通
安
全
の
た
め
の 

 

「
意
識
改
革
」

「
意
識
改
革
」と
い
う
言
葉
が
、

頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
何
年
た
っ
た
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
、
教
育
現
場
に
籍
を
置

い
て
い
た
頃
、「
教
育
改
革
」と
は

教
職
員
の「
意
識
改
革
」の
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
話
し
た
事
を
思

い
出
し
、
今
一
度「
意
識
改
革
」と

い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し

た
。交

通
安
全
に
お
け
る「
意
識
改

革
」と
は
、
ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う

か
。高

校
生
の
自
転
車
利
用
に
お
け

る
一
例
を「
意
識
改
革
」に
置
き
換

え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
出
勤
時
駐
車
場
か
ら
勤

務
先
ま
で
歩
い
て
い
ま
す
が
、
同

じ
歩
道
を
自
転
車
で
Ｈ
高
校
に
向

か
う
高
校
生
に
何
度
か
接
触
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
都
度
、

注
意
を
促
し
て
き
ま
し
た
が
、
意

識
改
革
さ
れ
る
気
配
は
、
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
Ｈ
高
校
の
生
徒

の
自
転
車
通
学
の
様
子
と「
自
転

車
安
全
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
」の
事

例
か
ら
自
転
車
も
軽
車
両
で
あ
り

一
、八
〇
〇
万
円
も
の
損
害
賠
償

金
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

る
事
を
話
し
カ
ー
ド
を
手
渡
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
で
あ
ろ
う
か
？
そ
の

後
、
Ｈ
高
校
の
生
徒
に
一
度
も

接
触
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た

し
、
自
転
車
の
乗
車
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
が
向
上
し
た
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
か
を
進
め
る
に
は
、
変
化
へ

の「
き
っ
か
け（
動
機
づ
け
）」が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も「
自

転
車
安
全
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
」「
中

学
生
の
た
め
の
交
通
安
全
」
は
、

動
機
付
け
と
な
る「
す
ば
ら
し
い

テ
キ
ス
ト
」で
す
。
一
つ
で
も
交

通
事
故
を
減
ら
す
に
は
、
交
通
安

全
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
繰

り
返
す
こ
と
が
、交
通
安
全
の「
意

識
改
革
」の
第
一
歩
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
日
も
自
転
車
事
故
が
決
し
て

起
き
な
い
こ
と
を
願
っ
て
、「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
」を
Ｓ
高
校
に
届

け
て
き
ま
し
た
。

交
通
事
故
防
止
は

 

「
知
識
よ
り
意
識
」

通
学
中
の
小
学
生
の
列
に
車
が

突
っ
込
み
死
者
を
出
す
悲
惨
な

事
故
が
ま
た
起
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。毎
日
起
き
て
い
る
交
通
事
故
、

無
く
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
か

も
し
れ
な
い
、
し
か
し
、
減
ら
す

こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

事
故
の
原
因
を
考
え
て
み
る

と
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
信

号
無
視
、
無
理
な
追
い
越
し
、
脇

見
運
転
な
ど
の
う
っ
か
り
ミ
ス
と

人
間
要
因
に
よ
る
事
故
が
大
半
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
す
れ
ば
、
交
通
事
故
を
減
ら

す
の
に
は
い
か
に
運
転
者
の
意
識

を
変
え
て
い
く
か
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
だ
さ
な

い
、
信
号
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
等
々
の
知
識
は
幼
稚
園
児
や

小
学
生
で
も
理
解
し
て
い
る
。
決

し
て
知
識
の
量
の
多
さ
で
事
故
が

減
少
す
る
の
で
は
な
い
。
い
か
に

意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

人
は
残
念
な
が
ら
意
識
を
持
ち

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
大

切
な
意
識
を
持
ち
続
け
る
た
め
に

講
習
や
研
修
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。「
そ
ん
な
こ
と
は
知
っ
て

い
る
か
ら
必
要
な
い
。」の
で
は
な

く
、
機
会
あ
る
ご
と
に
そ
の
よ
う

な
場
を
利
用
し
意
識
を
高
め
、
持

続
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
交
通
事
故
の
減
少
は
、
決
し

て
知
識
を
多
く
得
る
こ
と
で
は
な

く
、
意
識
を
高
く
持
ち
続
け
る
こ

と
で
す
。

交通安全推進員の声

渡島地区

湊 　 弘 二

十勝地区

池 田 　 齊

安
全
で
安
心
な
上
川
地
区
を

 

上
川
地
区　

飯 

森 　

 

修

は
、
特
に「
自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る
。」こ

と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
取
組
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

「
交
通
安
全
教
室
」の
講
話
を
通
し
て
、
高
齢
者

の
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
、
子
供
も
大
人

も
安
全
で
安
心
な
上
川
地
区
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
任

夏の全国交通安全運動

実施期間：7月15日㈮～7月24日㈰

○子どもと高齢者の交通事故防止
○ 二輪車・自転車乗用中の交通事
故防止

○居眠り運転による交通事故防止
○ 全ての座席のシートベルト・
チャイルドシートの正しい着用

○交差点の交通事故防止
☆セーフティコール　7月15日㈮
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ストップ・ザ・交通事故死　～めざせ　安全で安心な北海道～

1500日

▲

 愛別町

1000日

▲

 枝幸町

 700日

▲

  雨竜町・八雲町 
厚沢部町・増毛町

 500日

▲

  日高町 
上富良野町 
天塩町・雄武町 
中標津町

 200日

▲

 江別市

4月

1000日

▲

 妹背牛町

 700日

▲

 大樹町

 500日

▲

  新ひだか町 
上川町・新冠町 
新得町・足寄町

 300日

▲

 岩見沢市

 200日

▲

 苫小牧市

5月

2500日

▲

 島牧村

1500日

▲

 北竜町

1000日

▲

  遠別町・神恵内村
名寄市

 700日

▲

 中札内村

 500日

▲

  月形町・浦臼町 
池田町

 300日
▲

 北広島市

6月

平成23年７月１日号　公益社団法人北海道交通安全推進委員会　札幌市中央区北５条西６丁目第二道通ビル６階　電話（011）221-6666～7　FAX（011）221-7873
　 URL: http://www.slowly.or.jp      e-mail: safety@slowly.or.jp      safety-gakusei@slowly.or.jp

◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　春の全国交通
安全運動期間中
の17日、高齢の
歩行者を事故か
ら守る交通安全
教室（江差町交
通安全運動推進
協議会主催）が、

町文化会館で開かれました。
　町内の高齢者や交通安全指導員ら約30人が
参加。スライドとセンサーを組み合わせた装置
を使い、参加者は道路に見立てたカーペットを
歩いて、車が近づいて来る感覚を体験しまし
た。
　講師の道警本部交通企画課の鈴木ちどり巡
査部長は「遠くに見えた車も予想より早く近づ
く。横断する際に急がず待つことを心がけて」
と呼びかけました。

檜山地区 .................................... 江差町

　春の全国交通安全運動初日の 11 日、岩見
沢署で出動式が行われました。運動に合わせ、
岩見沢市立緑陵高校の生徒が交通安全や地域
の安全に対する思いを表現した書を提供し、
その披露式も開かれました。
　出動式後、関係者は黄色い旗を国道 12 号
線で振って、ドライバーに交通安全を呼びか
けました。

空知地区 ................................. 岩見沢市

　倶知安町峠下地区の町内会及び近隣事業所
の有志メンバーで構成する「雪だるま街道交通
安全を願う会」では、道民交通安全の日である
毎月15日に国道５号線沿いで「旗の波」作戦を
行っております。
　5月13日、小雨の降る生憎の天候でしたが、
会員約30名の参加を頂き、行き交う車両ドラ
イバーに交通安全を呼びかけました。              

後志地区 ................................. 倶知安町

　春の全国交通安全運動、初日の 11 日に市
観光国際交流センター前で、釧路市と釧路警
察署をはじめ各関係機関や関係団体及び事業
所の他に幼稚園児や高校生など約 300 名が参
加して合同出動式を行いました。
　その後参加者は幣舞橋の両側で行き交う人
や自動車に交通事故防止を呼びかける旗の波
街頭啓発を行いました。

釧路地区 .................................... 釧路市


